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博⼠⼈材のキャリアパス

上席研究官 治部 眞⾥

• 「博⼠⼈材追跡調査」
• 「ポストドクター等の雇⽤・進路に関する調査(2015年度実績）」
• 「⼤学教員の雇⽤状況に関する調査-学術研究懇談会（RU11）の⼤学群
における教員の任期と雇⽤財源について-」

より

発表4－１



本⽇の報告概要
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【1】博⼠課程修了1.5年後から
3.5年後の変化

【2】博⼠課程修了3.5年後の
労働状況

【3】博⼠⼈材・研究者の流動性

博⼠⼈材追跡調査

博⼠⼈材追跡調査
ポスドク等の雇⽤・進路調査
RU11教員調査

・・・

研究者等のキャリアパス初期を中⼼に観測



博⼠⼈材追跡調査（JD-Pro）について
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2012年コホート

1.5年後
2014年実施

全数調査

3.5年後
2016実施

パネル調査

同⼀個⼈を継続的に追跡して把握

2012年4⽉1⽇~2013年3⽉31⽇に博⼠課程を修了した者

6.5年後
2019年実施予定

有効回答数 5,052
有効回答率 38.1％

有効回答数 2,614
有効回答率 51.8%

＊得られた回答から、回答者の偏りを調整した。＊本資料の数値を全て補正後の数値である。

2015年コホート 2015年4⽉1⽇~2015年3⽉31⽇に博⼠課程を修了した者

0.5年後
2016年実施

3.5年後
2019年実施予定

有効回答数 4,922
有効回答率 36.4％

全数調査

パネル調査 パネル調査

パネル調査 パネル調査



40歳未満若⼿研究者（修了1.5年後→3.5年後）
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1,051名→1,251名
（増加率 19.0％）

2,608名→3,318名
（増加率 27.2%）

22.9%→33.7%
10.8ポイントUP

25.5%→32.4%
5.8ポイントUP

修了1.5年後から3.5年後にかけ､本務教員職に就く若⼿研究者も、任期無の若⼿研究者も増加

【2012年コホートにおける40歳未満の⼤学等の本務教員数】

【40歳未満の任期なし（終⾝在職権あり）の研究者の割合変化】

22.9%

33.7%

26.6%

32.4%

3.5年後

1.5年後

3.5年後

1.5年後

⼥性

男性

19.0%

27.2%

⼥性
1,051→1,251

男性
2,608→3,318



⼥性研究者
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6,453名、うちPI 127名

3,056名、うちPI 52名

※PIは、以下の5項⽬すべてに「該当する」と回答した者とした
１．独⽴した研究室を持っている。 ２．研究室におけるグループの予算作成・執⾏の実質的な責任者である。 ３．担当課題の予算作成・執⾏の実質的な責任者であ

る。
４．特定の部下（⼤学院⽣）の指導の責任者であった。 ５．発表論⽂の責任者であった。 ＜参考＞科学技術・学術研究所 調査資料195

管理的職業従事者の男⼥
割合において、どの職種も男
性の割合がまだ⾼い。

【2012年度博⼠課程修了者における研究者9,509名の内訳（修了3.5年後）】

【2012年度博⼠課程修了者における管理的職業従事者の割合（修了3.5年後）】

⼥性の⽅が0.3ポイント低い



2012年修了者の就職者の進路
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社会⼈経験有 社会⼈経験無
性 別 男性 ⼥性 男性 ⼥性
⼈ 数 5,543⼈

(構成⽐48.3％)
2,563⼈

(構成⽐52.2％)
5,931⼈

(構成⽐51.7％)
2,347⼈

(構成⽐47.8％)

平均年齢 43.1歳 44.7歳 32.5歳 32.9歳

１位 ⼤学教員
(⼤学・⼤学院）

21.5％

⼤学教員
(⼤学・⼤学院）

35.5％

研究者(⾃然科学
系・社会科学系)

30.0％

⼤学教員
（⼤学・⼤学院）

33.9％
２位 医師

19.8％

医師

17.5％

⼤学教員
(⼤学・⼤学院）

25.7％

研究者（⾃然科学
系・社会科学系）

24.8％
３位 研究者（⾃然科学

系・社会科学系）
18.1％

研究者(⾃然科学
系・社会科学系）

13.0％

製造技術者(開発)

11.3％

製造技術者(開発)

5.6％

【2012年度博⼠課程修了者における主な就職先（修了3.5年後）】



給与（代表的職業）
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【2012年度博⼠課程修了者における代表的職業の給与階級別分布】

社会⼈経験のない研究者は400-500万円未満の収⼊
で男⼥差はない。製造技術者（開発）、⼤学教員（⼤
学・⼤学院）は男⼥差があり、⼥性の⽅が給与が低い。



週労働時間
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60時間働いている割合が⾼いのは、社会⼈経験のない男性研究者、社会⼈経験のある男性研究者、社会
⼈経験のある男性学校教員、社会⼈経験のない男性学校教員となっている。研究者の⼥性は、社会⼈経
験の有無にかかわらず、週労働時間が35-42時間の割合が⾼い。

【2012年度博⼠課程修了者における週労働時間階層別就業者の割合（代表的職業別）】



セクター間の移動状況【2012年コホート】

10

博⼠課程修了者は各機関から⼤学等へと流れている。
また、⼤学から別の⼤学への転職も他のセクターにおける転職に⽐べて多い。



セクター間の移動状況【2012年コホート】
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博⼠課程修了者は
各機関から⼤学等へ
と流れている。

また、⼤学から別の
⼤学への転職も他の
セクターにおける転職
に⽐べて多い。

2012年1.5年後 2012年3.5年後



まとめ
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○博⼠⼈材追跡調査2012年度修了者で、40歳未満の⼤学本務
教員数は2割程度増加。

○同2012年度修了者について、修了1.5年後から3.5年後にかけ
て、40歳未満の若⼿研究者の任期なし（終⾝在職権あり）の雇⽤
は増加。

○PI, 管理的職業の⼥性は、修了3.5年後時点ではまだまだ少な
い。

○博⼠課程修了者の進路としては研究者,学校教員（⼤学,⼤学
院）が多い。

○博⼠課程修了者は各機関から⼤学等へと流れている。また、⼤学
から別の⼤学への転職も他のセクターにおける転職に⽐べて多い。



博⼠⼈材データベース(JGRAD)の整備
整備状況、活⽤事例、登録者への情報提供

発表4－２

博⼠⼈材のキャリアパス ２

2018年12⽉11⽇
第11回政策研究レビューセミナー

⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所
第１調査研究グループ 総括上席研究官 三⽊ 清⾹



博⼠⼈材データベース（JGRAD)とは

博⼠⼈材は、科学技術によるイノベーション促進の担い⼿として、社会での活躍が産学官よ
り期待されているところです。

NISTEPは、社会における博⼠⼈材の活躍状況を幅広く把握するため、博⼠課程修了者の属
性や、修了後の継時的なキャリアを追跡する情報基盤として、博⼠⼈材データベース
（JGRAD: Japan Graduates Database）の構築を進めています。

JGRADにより、博⼠⼈材の研究活動や職業等の現況を把握するとともに、各種調査、分析
等を⾏い、博⼠⼈材がより⼀層社会で活躍するための様々な政策⽴案に役⽴てていきます。

(c) NISTEP 2018 14



JGRADの政策的位置付け

「科学技術基本計画」
第4章 （１） ① ii) 科学技術イノベーションを担う多様な⼈材の育成・活躍促進

科学技術イノベーションを担う多様な⼈材について、キャリアパスの確⽴と⼈材の育成・確保の
ための取組を推進する。国は、産学官がこうした多様な⼈材の育成⽅策について検討する場を設けると
ともに、学⽣等が多様な経験を積み、様々なキャリアパスに対する展望を持てるようにするための産学官
協働による⼤学・⼤学院教育改⾰を促進する。加えて、博⼠⼈材のデータベースの整備・活⽤等を
推進する。

2016年1⽉22⽇閣議決定

「第３期教育振興基本計画」 2018年6⽉15⽇ 閣議決定
○ ⼤学院教育改⾰の推進

・ 平成28（2016）年３⽉に策定された第３次⼤学院教育振興施策要綱等に基づき，⼤学院教育
改⾰を，引き続き推進する。

【⽂部科学省の取組】
・各⼤学院における⼊学者・修了者数の公表状況、博⼠課程修了者の進路状況及びその公表状況について把

握・情報提供する。
・認証評価において、⼤学院修了者の進路状況及びその公表状況について評価が⾏われるよう促す。
・科学技術・学術政策研究所において、「博⼠⼈材追跡調査」を実施するとともに、「博⼠⼈材

データベース」への⼤学の参画を促す。
・「博⼠課程教育リーディングプログラム」の成果を含め、⼤学院修了者の活躍状況に関する広報に取り組む。

「第３次⼤学院教育振興施策要綱」 2016年3⽉31⽇ ⽂部科学⼤⾂決定

15



researchmap
JREC-IN Portal

連携・協⼒

科学技術振興機構
(JST)

修了⽣本⼈による
キャリア情報更新

登録者から⼊⼒・更新

参加⼤学

初期登録

⾃⼤学修了⽣
のデータ

• データベース型のWEBサイト
• データは⾮公開（限定的に参加⼤
学と情報共有）

• データベース上で登録者にキャリア等
の情報を提供＊

⽂部科学省NISTEP

博⼠⼈材DB
（JGRAD）

•⾃⼤学修了⽣のデータを
活⽤可能

課程修了時の⼊⼒
・課程在籍時の情報（学位取得状況等）
・卒業後の連絡⽤メールアドレス
・進路情報

課程修了後の⼊⼒
・修了後、キャリア情報を随時登録
（運⽤事務局から登録アドレスに⼊⼒依頼）

博⼠課程在籍時 博⼠課程修了最終年度 博⼠課程修了後
初期登録
・基本情報
・課程在籍時の情報

＊データベース上での登録者への情報提供について

・JREC-IN Portalの求⼈情報
・researchmapとの連携（2018年度実施予定）
・キャリア情報（ロールモデル）の収集と分類配信

2018年1１⽉現在までに、４4⼤学参加
（国⽴⼤学31、公⽴⼤学８、私⽴⼤学5）

登録者数は、 2018年10⽉現在で、
修了者 約4,700名、在学⽣ 約9,800名

博⼠⼈材データベース（JGRAD)の概要

16



JGRAD参加⼤学

北海道⼤学 ⼀部（9研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム 名古屋⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム、個⼈参加 宮城⼤学 全研究科

東北⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム 豊橋技術科学⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム ⾸都⼤学東京 ⼀部(1研究科)

秋⽥⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム 滋賀医科⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム 名古屋市⽴⼤学 全研究科

⼭形⼤学 ⼀部（2研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム 京都⼤学 ⼀部（5研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ

グラム ⼤阪府⽴⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム

筑波⼤学 ⼀部（4研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム ⼤阪⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム ⼤阪市⽴⼤学 ⼀部（7研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ

グラム

群⾺⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム 神⼾⼤学 全研究科 兵庫県⽴⼤学 ⼀部（2研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム)

千葉⼤学 ⼀部（5研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム 奈良⼥⼦⼤学 全研究科 ⾼知県⽴⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム

東京⼤学 ⼀部(1研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム) 岡⼭⼤学 全研究科 ⾼知⼯科⼤学 全研究科

東京医科⻭科⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム 広島⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム

東京農⼯⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム 徳島⼤学 全研究科 慶應義塾⼤学 ⼀部（1研究科)、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム

東京⼯業⼤学 ⼀部（２研究科）、博⼠課程教育リーディングプ
ログラム 九州⼤学 ⼀部（９研究科）、博⼠課程教育リーディングプ

ログラム 東京理科⼤学 全研究科

お茶の⽔⼥⼦⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム ⻑崎⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム 同志社⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム

電気通信⼤学 全研究科 熊本⼤学 ⼀部（1研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム ⽇本⾚⼗字看護⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム

⾦沢⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム 政策研究⼤学院⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム 早稲⽥⼤学 博⼠課程教育リーディングプログラム

⼭梨⼤学 全研究科、博⼠課程教育リーディングプログラム 奈良先端科学技術⼤学院⼤学 全研究科

信州⼤学 ⼀部（1研究科）、博⼠課程教育リーディングプロ
グラム)

私⽴⼤学

国⽴⼤学 公⽴⼤学

⼤学名 2018年度参加形態 ⼤学名 2018年度参加形態 ⼤学名 2018年度参加形態

 2018年11⽉現在、44⼤学（国⽴⼤学31、公⽴⼤学8、私⽴⼤学5）が参加
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理学
2,896

⼯学
5,266

保健
3,320

農学686

教育289
社会899

⼈⽂867
554 

870 

1,646 

2,222 

2,538 
2,903 

2,373 

1,357 

~2011年度

2013年度

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度 2012年度

 2014年度⼊学者以降、毎年2〜3千⼈の登録者情報を追加
 理学、⼯学、保健が多く、博⼠学⽣の分布とほぼ対応
 アジア地域の留学⽣が多い。博⼠学⽣全体に⽐較して、留学⽣の登録が充実

登録者の、⼊学年度、分野、留学⽣の出⾝国内訳

JGRAD登録者
の国籍別内訳

JGRAD登録者の
専攻分野別内訳

JGRAD登録者の
⼊学年度別内訳

2018年8⽉1⽇現在

(単位:⼈) (単位:⼈)

⽇本
75%

中国
10%

韓国2%
中韓以外
のアジア

10%

アフリカ1%
欧⽶1%
その他1%

未記⼊・不明
を除いて集計



JGRAD⼊⼒情報

基本情報 キャリア
（就学）

キャリア
（就業）

⽀援制度
その他 研究活動 成果

必須⼊⼒項⽬
ハンドルネーム
⽒名（漢字/フ
リガナ/英字）
性別
⽣年⽉⽇
国籍
メールアドレス

必須⼊⼒項⽬
⼤学院の種類
⼊学年⽉
所属⼤学院
研究科（区分/⼤
学名/研究科/専
攻）
研究分野
所属機関の所在地

必須⼊⼒項⽬
就業開始年⽉
所属先機関種別
所属先機関名
職階・職位
役職・職名
雇⽤形態
任期開始（年⽉⽇）
任期終了（年⽉⽇）
産業分類
職業分類
専⾨分野
所属機関の所在地

必須⼊⼒項⽬
博⼠課程教育リー
ディングプログラム
卓越⼤学院プログラ
ム
スーパーサイエンス
ハイスクール(SSH)
奨学⾦等の受給
学費の免除
ティーチングアシ
スタント(TA)経
験
リサーチアシスタ
ント（RA)経験
データベース連携

必須⼊⼒項⽬
＜留学＞
留学先機関名
留学先国名
費⽤負担
期間
＜海外研究活動
＞
取組名
期間
＜海外ボラン
ティア活動＞
活動⽬的
期間
＜インターン
シップ＞
取組名
期間
産学共同研究に
RA等として参画

⼊⼒項⽬
⼝頭発表・ポス
ター発表
論⽂
免許
知的財産権
特許
著書
受賞
作品

タブ

主な⼊⼒情報 ︓ 毎秋に更新状況を確認

(c) NISTEP 2018

項⽬

個⼈の基本的な
情報

⼤学院以降の
学歴情報

⼤学院⼊学前/後
の就業情報

ご⾃⾝が受けた国
の⽀援制度等につ
いて

研究関連活動 研究成果
⼊⼒
情報
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JGRADに登録されている各種情報と、アンケート調査により把握した課程修
了後のキャリアパス等に関する意識を統合的に解析し、今後の⼤学院教育並び
に⼈材育成に関連する政策形成に役⽴てることを⽬的とする

１．⻑期的視点から

２．短期的なフィードバックの視点から

JGRADによるキャリアパス追跡
博⼠特有のキャリアパスの軌跡（就
職から定年まで）
国の科学技術政策/⼈材政策等に反映

JGRADによるキャリアパスに関
する意識調査

登録者及び⼤学のキャリアパス⽀援
に役⽴つ分析をフィードバック

JGRADを⽤いた調査研究 JGRADに期待される成果

(c) NISTEP 2018 20



JGRADを⽤いた調査研究
JGRAD登録者のキャリアパス変遷 2014年度修了者の例

(c) NISTEP 2018

■大学　■民間企業　■公的研究機関　■その他公的機関　■その他

No. 性別生年 国籍 大学＿学科 Jan-Apr May-Aug Sep-Dec Jan-Apr May-Aug Sep-Dec Jan-Apr May-Aug Sep-Dec Jan-Apr May-Aug Sep-Dec Jan-Apr May-Aug

1 男 1989 日本 ○○大学△△研究科 2014.11-:◇◇大学

2 女 1953 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:◇◇大学

3 男 1984 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:◇◇大学

4 男 1988 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:◇◇大学

5 男 1988 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:◇◇大学

6 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:◇◇大学

7 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:◇◇大学

8 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2014.7-:◇◇大学

9 女 1986 日本 ○○大学△△研究科 2015.5-:◇◇大学

10 男 1986 日本 ○○大学△△研究科 2015.1-:◇◇大学

11 男 1988 日本 ○○大学△△研究科 2015.8-University of :◆◆

12 男 1985 日本 ○○大学△△研究科 2016.4-:◇◇大学

13 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2016.4-: 自然科学研究機構　××

14 男 1984 日本 ○○大学△△研究科 2016.9-:◇◇大学

15 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2017.5-:◇◇大学

16 男 1988 日本 ○○大学△△研究科 2017.11-：◇◇大学

17 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2014.4-2015.3: 日本学術振興会 2015.4-:◇◇大学

18 女 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-2017.12:◎◎高等専門学校 2018.1-：◇◇大学

19 男 1984 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-2017. 8:大学共同利用機関●● 2017.9-:大学共同利用機関●● 

20 女 1988 日本 ○○大学△△研究科 2015.5-:（海外大学）

21 男 1986 日本 ○○大学△△研究科 2017.4-:○×Institution of ▽△

22 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2017.10-: ◆◆ University

23 男 1964 日本 ○○大学△△研究科 2014.7-: （民間企業） 2015.8-:（民間企業）

24 女 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業:外資）

25 女 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業）

26 女 1988 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業）

27 男 1986 日本 ○○大学△△研究科 2015,4-:（民間企業）

28 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業）

29 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業）

30 男 1989 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業）

31 男 1986 日本 ○○大学△△研究科 2015.6-:（民間企業）

32 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:（民間企業）

33 男 1991 日本 ○○大学△△研究科 2017.4-:（民間企業）

34 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-2017.1:（民間企業） 2017.2-:（民間企業）

35 男 1964 日本 ○○大学△△研究科 1987.4-:（公的研究機関）

36 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-2017.2:（公的研究機関） 2017.3-:（公的研究機関）

37 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2017.4-:（公的研究機関）

38 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2017.10-:（公的研究機関）

39 男 1987 日本 ○○大学△△研究科 2016.10-:独立行政法人　☆☆

40 男 1956 日本 ○○大学△△研究科 2012.4-2017.3:▽▽小学校（兼務）中学校 2017.4-:▼▼県教委・▲▲小学校

41 女 1986 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:フリーランス

42 女 1986 日本 ○○大学△△研究科 2015.4-:その他

x x xxxx xx

x x xxxx xx

x x xxxx xx

x x xxxx xx

2019 20202014 2015 2016 2017 2018

今後の変遷を蓄積

2015年修了者、2016年修了者、、、の情報を追加

・年齢・修了後年数別の変遷

・留学⽣の追跡・セクター間移動 ・転職状況/流動性
・キャリアアップのパターン抽出
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博⼠⼈材のキャリアパス

・活動内容



2018年度JGRADアンケート結果（速報）

調査概要

実施時期︓2018年10⽉15⽇-11⽉19⽇
（回答は、11⽉末⽇まで回収）

調査対象︓JGRAD登録者 約14,000名
在学⽣約9,800名、修了⽣約4,700名

回答数︓在学⽣1,932名、修了者651名

（修了⽣）業務に役⽴っている博⼠課程在籍時の経験

（修了⽣）博⼠課程在籍時にもっと経験しておく
べきだったと思うこと

（在籍⽣）博⼠課程在籍時に経験しておくと役⽴
つと思うこと

専⾨分野の異なる研究者との交流
企業､官界､国際機関等の研究関係者との交流

研究に関係なく各界で活躍する⼈々との交流
プロジェクト形式による授業や課題

IT技術の習得
語学⼒向上に役⽴つカリキュラム

インターンシップ
授業外のサポート（メンター、TA等）
プレFD等の⼤学教員養成プログラム

その他

専⾨分野の異なる研究者との交流
企業､官界､国際機関等の研究関係者との交流

研究に関係なく各界で活躍する⼈々との交流
プロジェクト形式による授業や課題

IT技術の習得
語学⼒向上に役⽴つカリキュラム

インターンシップ
授業外のサポート（メンター、TA等）
プレFD等の⼤学教員養成プログラム

その他

専⾨分野の異なる研究者との交流
企業､官界､国際機関等の研究関係者との交流

研究に関係なく各界で活躍する⼈々との交流
プロジェクト形式による授業や課題

IT技術の習得
語学⼒向上に役⽴つカリキュラム

インターンシップ
授業外のサポート（メンター、TA等）
プレFD等の⼤学教員養成プログラム

その他

(⼈)

(⼈)(⼈)

0 100 200 300 400 500

■⽇本語回答
■英語回答

0 100 200 300

■⽇本語
回答

■英語
回答

0 500 1000 1500

■⽇本語回答
■英語回答



2018年度JGRADアンケート結果（速報）

＜調査の背景＞

（出典）⽂部科学省「国際研究交流の概況（平成28年度）」

海外で研究活動を経験したいと考える修了生は、国内研究に留まりたい修了生の1.5倍以上。

（出典）科学技術・学術政策研究所「科学研究のベンチマーキング」2017年8⽉

海外への派遣者数の推移

主要国のTop10％補正論⽂数に
おける共著形態の時系列変化

国際ネットワークの形成が優れた論⽂産出の１要素と推測される⼀⽅、⽇本の研究者の海外派遣は減少。
当事者の意向はどうなのか︖

問︓（修了者）外国で、30⽇以上の中⻑期的な研究活動を経験したいか

23

研究活動をしたいと思わない

出⾝国以外で研究活動を経験したいと思う

出⾝国で研究したいと思う

(⼈)
0 50 100 150 200 250 300 350 400

■⽇本語回答
■英語回答



2018年度JGRADアンケート結果（速報）
海外での研究を希望、⼜は国内での研究を希望する理由 → 研究内容
海外研究に関する⽀障 → 家族の不利益､ポストや研究費獲得⽅法の情報不⾜､⾔語・⽣活

帰国後の評価
外国での研究を希望するにあたって気になること３つ

24

出⾝国⼜は出⾝国以外での研究を希望する理由３つ

家族の不利益や家族の反対

給与が下がる恐れ

外国のポストや研究費の獲得⽅法がわからない

出⾝国への求職活動が不利になる恐れ

帰国後に外国での努⼒に⾒合う評価が得られない

⾃国の研究コミュニティから離れる⼼配

⾔語に不安がある

⽂化、⽣活習慣、治安等に不安がある

転職に伴う経済負担が⼤きい

（移住の場合の）⽼後の⽣活環境

■⽇本語回答 ■英語回答

研究レベルが⾼い

研究設備が充実

研究⽀援体制が充実

研究費が潤沢

⾃分の研究したい分野が発達

研究者の求⼈が多い

論⽂が評価されやすい

指導を受けたい研究者がいる

当該国の研究者ネットワークに参加したい

当該国の研究コミュニティで存在感を獲得

当該国での研究活動が評価される

当該国での勤務経験に興味がある

現職から離れたくない
(⼈)

(⼈)
0 50 100 150

■⽇本語回答 ■英語回答

0 100 200
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博⼠の具体的な活動を事例で紹介（ロールモデル整備）

タグ検索

博士人材の
キャリア情報を

８つに分類

JGRADによる情報提供：ロールモデル



JGRADによる情報提供：ロールモデル

 ロールモデルコンテンツのポータルサイトをJGRAD内に実装（2018年4⽉）
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JGRADによる情報提供：研究者求人情報

博⼠⼈材データベース

(c) NISTEP 
2018

科学技術振興機構(JST)の整備する研究⼈材キャリア⽀援ポータルサイトJREC-In
Portalと連携し、登録者の研究分野の最新の求⼈情報を提供

27



JGRADによる情報提供:⺠間企業の動向(⽅針)

2018年11⽉13⽇、⽇本経済団体連合会が、⽇本の⽬指すべき⽅向性や⾏動⽅針を⽰したビジョンと
して「Society5.0ーともに創造する未来ー」を発表。 ⾼度⼈材を積極的に採⽤する⽅向性が⽰された。

28

【本⽂抜粋】
第２章 ⽇本を解き放つアクションプラン
・⽇本型雇⽤慣⾏のモデルチェンジ

新卒採⽤においても⼤学などで学んだこ
とや活動を評価した上で採⽤すべきであ
る。修⼠（MBA等）・博⼠号取得者など
⾼度学位を有する⼈材を評価・採⽤する
ことや、アウトソーシングや外部も含めて多
様な⼈材を適時適切に採⽤・活⽤するこ
とが必要となる。AIなど新領域のトップレベ
ル⼈材を採⽤する場合には、⾼給で雇い
⼊れることも必要となり、終⾝雇⽤を前提
とした年功序列・横並びの賃⾦体系にうま
く当てはめることができない事態も⽣じうる。
また、時間や空間にとらわれない働き⽅が
可能となれば、複数の職場で同時に働く
兼職といった多様な雇⽤形態、あるいはフ
リーランスのような柔軟な働き⽅がごく⼀般
的なものとなる。
Society 5.0時代に何が価値を⽣むの

か、そのためには組織とそこで働く⼈々の関
係性がどうあるべきかを⼀から考え、必要に
応じて⽇本型の雇⽤を⾒直すなど、抜本
的に変⾰することも必要である。
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JGRADによる情報提供:⺠間企業の動向(統計)

研究開発実施企業における研究者の採⽤動向
研究開発実施企業のうち、研究者を
採⽤した企業の割合（2016年度）
研究開発実施企業の約10％が博⼠⼈材を採⽤

研究開発者の採⽤後の印象
「期待を上回った」との回答割合は、博⼠課程修了者が最も
⼤きく、ポスドクが次いで⼤きい。

（資料）「⺠間企業の研究活動に関する調査報告2017」NISTEP REPORT.177 科学技術・学術政策研究所（2018年5⽉）に基づき作図

※ 調査対象は、資本規模が１億円以上、かつ前年に研究開発を実施した⺠間企業（総務省「科学技術研究調査」に対して社内で研究開発を実施している
と回答した企業） 3573社。アンケート調査。回収率52％。

0 25 50 75 100

学⼠を採⽤

修⼠を採⽤

博⼠を採⽤

ポスドクを採⽤

％

2016年は研究者
の採⽤なし

※採⽤した研究開発者数、及びその内訳項⽬すべてに回答した
企業を集計対象とした

10%

34%

27%

2%



※ 調査対象は、2012年に新しい経済を志向する経済団体として設⽴された新経済連盟の会員約500法⼈。新しい企業、ＩＴ企業中⼼と
なっていることが特徴。アンケート調査。有効回答数２５６件。

出典︓科学技術・学術政策研究所「変⾰期の⼈材育成への⽰唆」,DISCUSSION PAPER No.151,2017年6⽉

【⼈員・⼈材の不⾜感（アンケート結果） 】

【⼈員・⼈材の不⾜感の解消⽅法（アンケート結果） 】

質的不⾜感

新しい企業の⼈材不⾜感
新経済連盟(※）を対象にしたアンケートから、⼈材の量的不⾜以上に質的不⾜感が⼤きいことが⽰された。
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JGRADによる情報提供:⺠間企業の動向(意識調査)



⾼度⼈材・博⼠⼈材のキャリア変遷

まとめ 科学技術イノベーション⼈材政策と
第１調査研究グループの調査研究の当⾯の予定

31

政
策
ト
ピ
⑁
ク

・学⽣の構成変化
・就職動向
・研究活動
・（企業が望む）⾼度⼈材
とのマッチング

博
⼠
課
程

⼈材育成 ・研究環境(労働環境)
・若⼿の活躍
・流動による研究⼒向上
・国際ネットワークの拡⼤
・多様性(⼥性、外国⼈）

ア
カ
デ
ミ
ア

研究⼒発揮

・研究者の活躍、多様な活動の場
・⾼度⼈材の活⽤
・アントレプレナー

⺠
間
企
業

イノベーション⼒発揮

⼈を介した
知の循環 社会的課題最先端技術

１
調
の
調
査
研
究

博⼠⼈材追跡調査︓３年ごとの博⼠課程修了者全数調査
2012年度修了者

2015年度修了者

JGRAD（参加⼤学の博⼠課程学⽣・修了⽣を対象に）
キャリアパスの変遷 ／ 意識調査 ＋ 情報発信

通年プロジェクト

リカレント (社会⼈学⽣の動向) ポスドク調査

科学技術と社会 -国⺠の意識- ・関⼼ ・信頼 ・期待と不安

各種調査に対する、⼤学及び研究機関の皆様の御協⼒に厚く御礼申し上げます

 政策議論の⼟台となるエビデンスの整備・発信
 ⼤学等研究現場における研究戦略・運営⽅針策定に資する基礎情報の整備・発信

起業家調査
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